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新たな食品表示制度に係る県の対応について ～食 品表示法 ～ 
資料３ 



１ 添加物の表示方法の変更（平成32年４月１日から） 
 （改正前）原材料名の後に添加物を重量割合の高いものから順に表示。 

       例：原材料名 小麦粉、食用油脂、食塩、膨張剤 

 （改正後）原材料と食品添加物を明確に区分して表示。 

       例１：原材料名 小麦粉、食用油脂、食塩 ／ 膨張剤 

       例２：原材料名 小麦粉、食用油脂、食塩 

                  膨張剤 （←改行して表示） 

                  ※項目を設けて表示する例は、前ページ参照 

  

２ 製造所固有記号の使用に係るルールの改善（平成28年４月１日から） 
 （改正前）表示責任者が販売者の場合、販売者名称の後に届け出をした製造所固有記号を表示すれば、製造所等の表 

     示は不要。 

 （改正後）原則として、２以上の工場で製造する商品のみに利用可能。よって、表示責任者が販売者で１か所の工場で製造 

     している場合は、販売者とともに製造者等の表示が必要。 

 

３ 原材料名表示等に係るルールの変更（平成32年４月１日から） 
 （改正前）パン類、食用植物油脂、ドレッシング及びドレッシングタイプ調味料、風味調味料について、それぞれ独自の表示 

      方法が設定。例えばドレッシングの場合、原材料と食品添加物を区分せずに、重量割合の高いものから順に表示。 

 （改正後）他の一般加工食品と同様に、原材料又は食品添加物を区分し、それぞれに占める重量割合の高いものから順に 

      表示。 

 

４ その他留意点 
  １つの食品の表示の中での食品表示基準と旧基準の両者に基づいた表示の混在は認められない。 

食品表示法施行に伴う食品表示の改正点【補足】 

２ 



１ 国（消費者庁）によるこれまでの取組状況 

  平成２７年６月１９日     食品表示基準説明会（宮城会場、事業者向け、人数制限あり） 

            ７月  ６日～７日 都道府県等食品表示担当者研修 

  

２ 県によるこれまでの活動状況 
 

新たな食品表示制度の周知について 

３ 

平成２７年４月２３日 青森県食品表示適正化指導チームを各地域県民局地域農林水産部に設置 

       ５月２２日 各地域県民担当職員を対象にした食品表示適正化業務担当者研修会を開催 

       ６月３０日    西北地域の女性起業者に対する食品表示説明会開催（西北地域県民局主催） 

       ７月   ２日～３日 食品表示ウォッチャーに対し、新たな食品表示制度を周知 

       ７月２４日 各地域県民局地域農林水産部の新任担当者向け研修会を開催 

       随時 各事業者からの表示相談や講師依頼等への対応 

３ 今後の活動予定 

  ・青森県食品表示適正化指導チームによる啓発・指導の実施（継続） 

  ・各地域県民局地域農林水産部担当者に対する研修会の開催 

  ・新たな基準に対応した食品表示マニュアル等の作成・配布 

  ・個別表示相談や事業者からの講師依頼への対応（継続） 

  ・県内食品関連事業者を対象とした食品表示研修会の開催 



機 能 性 表 示 食 品 に つ い て 

● 「お腹の調子を整えます」「脂肪の吸収をおだやかにします」など、特定の保健の目的 
   が期待できるという食品の機能性を表示することができる食品です。 
●科学的根拠に基づいた機能性が、事業者の責任において表示されるものです。 

機能性の評価方法 

●最終製品を用いた臨床試験 
  （トクホに準ずる） 
 

又は 
●最終製品又は機能性関与成分に 
  関する研究レビュー 
 （システマティックレビュー） 

保健機能食品 届出 効果や安全性 

特定保健用食品 事業者→都道府県→ 
消費者庁 

国が個別審査・許可 

栄養機能食品 不要 国が定める定型文 

機能性表示食品 事業者→消費者庁 個別審査・許可なし 
４ 



食品区分 認証方式等 可能な表示 

いわゆる 
 健康食品 
 健康補助食品 
 栄養補助食品 等 

・なし 
・民間の独自制度によるマークが 
 ある 

不可 

特定保健用食品 ・国が個別審査・許可 
・マークあり 
 
 

健康の維持、増進に役立つ、又は適する旨（疾病リスクの低減
に資する旨を含む） 
  例：血圧が高めの方に適した食品です 
  例：糖の吸収をおだやかにし、食後血糖値の上昇を  
     ゆるやかにします 

栄養機能食品 ・自己認証 
 国への届出不要 
・ビタミン13種類、ミネラル6種類、 
 脂肪酸1種類が対象 

栄養成分の機能の表示（国が定める定型文） 
  例：カルシウムは、骨や歯の形成に必要な栄養素です 
  例：ビタミンＢ2は、皮膚や粘膜の健康維持を助ける 
     栄養素です 
  

機能性表示食品 ・自己認証 
 販売日の６０日前までに国への 
 届出が必要 
・生鮮食品も対象 

健康の維持、増進に役立つ、又は適する旨（疾病リスクの低減
に資する旨を除く） 
  例：本品には【機能性関与成分】が含まれるので、 
     ○○の機能があります 
  例：お腹の調子を整えます  
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